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（件 名）  

 既存相談窓口へのＡＩ相談の追加及びＡＩを活用した寄り添い型相談支援モデルの実証導入を

求めることについて 

 

（要 旨） 

 現在、旭川市においては、子供たちが匿名で相談できる仕組みとして、チャット相談システム

「ＳＴＡＮＤＢＹ」やＬＩＮＥ相談窓口などが整備されている。これは相談できる入り口を広げ

る極めて重要な取組であり、大きな前進であると評価するものである。 

 しかしその一方で、いじめ、不登校、孤立、不安などを抱える子供たちの中には、誰にも言え

ない、人に相談するのが怖い、迷惑をかけたくない、相談するほどではないと思ってしまうとい

う心理的葛藤から、既存の相談窓口そのものへたどり着けないケースも少なくないと考えられる。

特に、相談したいと感じる瞬間は突発的であり、そのタイミングを逃すことが孤立の深刻化につ

ながる懸念がある。 

 そこで、旭川市の既存相談窓口にＡＩ相談という新たな選択肢を追加することを提案する。 

 本提案は、ＡＩによる完全な問題解決や人間の代替を求めるものではない。ＡＩを２４時間対

応可能な、最初の相談相手として位置付けるものである。ＡＩには、２４時間いつでも即座に対

応できる、気軽に話しかけやすい、否定せず話を聞くことができる、深刻化する前段階で気持ち

を受け止められるという特性がある。まず少しだけ話してみたい、人に相談する前に気持ちを整

理したい、夜中につらくなったといった段階で子供たちの孤立を防ぐセーフティーネットとなり、

必要に応じて既存の相談員や学校、スクールカウンセラー、専門機関などの人へと確実に橋渡し

を行う動線を増やすことを目的としている。 

 さらに、既存窓口への追加にとどまらず、旭川市のキャラクターであるあさっぴーのような親

しみやすい存在を活用した「あさっぴーの相談室（仮称）」といった小規模なＡＩ相談支援モデル

を試験的に導入することも、子供たちが相談窓口やカウンリングという言葉に対して抱く心理的

ハードルを下げ、まず話してみるという最初の一歩を促す上で非常に有効であると考える。 

 旭川市がいじめ問題に向き合ってきた歴史を持つからこそ、今後は新しい支援モデルを生み出

す街として、全国に先駆けた先進的な取組を行う意義があると考える。子供たちが相談したいと

思ったその瞬間に寄り添える新たな選択肢として、ＡＩ相談の可能性について前向きな検討を求

める。 

 

（次頁に続く） 



 

 以上の趣旨から、次の事項について陳情する。 

 

陳情事項 

１ 既存相談システムにおけるＡＩ導入の調査研究として、現在運用している「ＳＴＡＮＤＢＹ」

及びＬＩＮＥ相談等において、ＡＩ相談という選択肢を追加することの可否や手法について調

査研究を行うこと。 

２ 最初の相談相手としての支援体制の検討として、ＡＩを２４時間型の最初の相談相手として

活用し、子供の心情を一時的に受け止めつつ、必要に応じて既存の相談員や専門機関への接続

を促すハイブリッド型の支援体制について検討すること。 

３ キャラクターを活用した小規模モデルの実証実験として、あさっぴー等の親しみやすいキャ

ラクターを活用した「あさっぴーの相談室（仮称）」のような、子供が利用しやすい小規模ＡＩ

相談支援モデルの実証実験について検討すること。 

４ 安全な運用のためのガイドライン策定として、ＡＩのみで完結させるのではなく、人による

最終判断、匿名性への配慮、個人情報の厳格な保護及びＡＩへの過度の依存を防止するための

適切な運用体制について検討すること。 

５ 効果検証を伴う段階的運用の実施として、必要に応じて小規模な試験導入を行い、実際の利

用状況、子供たちの反応、既存相談への接続効果、安全面における課題等について詳細な検証

を行うこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


